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1－7 

２．技術者の変更 

（１）受注者は、工事の継続性等において支障がないと認められる場合において発注者との協議

により、主任技術者及び監理技術者（以下技術者等という）を変更できるものとする。 

変更については、下記を満足することを条件とする。 

① 死亡、傷病、退職等、真にやむを得ない場合。

② 受注者の責によらない理由により工事中止または工事内容の大幅な変更が発生し、工期が延

長された場合。

③ 橋梁、ポンプ、ゲート等の工場製作を含む工事であって、工場から現地へ工事の現場が移行

する時点

（２）途中交代を認める際の現場対応は、以下のとおりとする。 

① 交代後の技術者等に求める資格及び工事経験は、交代日以降の工事内容に相応した資格及び

工事経験で、契約関係図書に示す事項を満たすものとする。 

② 技術者等の交代に際し、継続的な業務が遂行できるよう、新旧の技術者等を７日以上の間重

複配置することを求め、適切な引継を確保するものとする。ただし、死亡、傷病の場合は除

く。 

３．監理技術者 

受注者は、専任の監理技術者について建設業法第27条の18第１項の規定による監理技術者資格

者証（以下「資格者証」という。）の交付を受けており、かつ監理技術者講習を過去５年以内に受

講した者のうちから、これを選任するものとし、資格者証及び監理技術者講習修了証の写しを現

場代理人等選任通知書に添付して発注者に提出するものとする。 

４．工場製作後に現場施工（据付作業含む）を伴う工事 

受注者は、当該工事に配置する監理技術者等が、工場製作と現場施工（据付作業含む）で異な

る場合、工場製作時及び現場施工（据付作業含む）時のそれぞれに従事する監理技術者等を第１

編 1-1-5第１項施工計画書に記載しなければならない。 

５.現場代理人等通知書

受注者は、現場代理人等選任通知書を工事契約締結時に発注者に提出しなければならない。 

６．技術者の兼任 

受注者は、請負金額500万円以上2,500万円未満（建築工事にあっては請負金額が1,500万円以上

5,000万円未満）の県発注公共工事（応急工事等に係るものを除く）において、１人の主任技術者

が兼任できる工事数は、２件以下とする。ただし、請負金額の合計が3,000万円（建築工事のみの

場合にあっては6,000万円）以下の場合はこの限りではない。 

なお、請負金額2,500万円（建築工事にあっては5,000万円）以上の県発注公共工事の専任を要しな

い主任技術者は、請負金額500万円（建築工事にあっては1,500万円）以上の県発注公共工事の技術者

を兼任できないものとする。 

1-1-7 コリンズ（CORINS）への登録 

１．コリンズ（CORINS）の登録 

受注者は、受注時または変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事について、工事実

績情報システム（コリンズ）に基づき、受注・変更・完了・訂正時に工事実績情報として「登録

のための確認のお願い」を作成し監督員の確認を受けたうえ、受注時は契約締結後15 日（土曜

日、日曜日、祝日等（三重県の休日を定める条例（平成元年三重県条例第２号）第１条に規定す

る休日（以下「休日等」という。））を除く）以内に、登録内容の変更時は変更があった日から15 
日（休日等を除く）以内に、完了時は工事完成後、15 日（休日等を除く）以内に、訂正時は適

宜登録機関に登録申請をしなければならない。 

また、登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には、速やかに監督員に提示し

なければならない。なお、変更時と工事完成時の間が15 日間（休日等を除く）に満たない場合

は、変更時の提示を省略できる。 
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５．支援技術者 

受注者は、設計図書で建設コンサルタント等に委託した、支援技術者の配置が明示された場合

には、以下の各号によらなければならない。なお、委託先及び工事を担当する支援技術者につい

ては、特記仕様書に定めがない場合、監督員から通知するものとする。 

（１）受注者は、支援技術者が監督員に代わり、現場に臨場し、立会等を行う場合には、その業

務に協力しなければならない。又、書類（計画書、報告書、データ、図面等）の提出に際し、

説明を求められた場合はこれに応じなければならない。 

（２）支援技術者は、契約書第9条に規定する監督員ではなく、指示、承諾、協議及び確認の適否

等を行う権限は有しないものである。ただし、監督員から受注者に対する指示、通知又は連絡

等を支援技術者を通じて行うことがある。 

また、受注者が監督員に対して行う報告、通知又は連絡は支援技術者を通じて行うことが

できる。

（３）監督員からの受注者に対する指示、通知又は連絡等が支援技術者を通じて行われた場合は、

監督員から直接指示、通知又は連絡等があったものと同等である。 

1-1-9 工事用地等の使用 

１．維持・管理 

受注者は、発注者から使用承認あるいは提供を受けた工事用地等は、善良なる管理者の注意を

もって維持・管理するものとする。 

２．用地の確保 

設計図書において受注者が確保するものとされる用地及び工事の施工上受注者が必要とする用

地については、自ら準備し、確保するものとする。この場合において、工事の施工上受注者が必

要とする用地とは、営繕用地（受注者の現場事務所、宿舎、駐車場）及び型枠または鉄筋作業場

等専ら受注者が使用する用地並びに構造物掘削等に伴う借地等をいう。 

３．第三者からの調達用地 

受注者は、工事の施工上必要な土地等を第三者から借用したときは、その土地等の所有者との

間の契約を遵守し、その土地等の使用による苦情または紛争が生じないように努めなければなら

ない。 

４．用地の返還 

受注者は、第１項に規定した工事用地等の使用終了後は、設計図書の定めまたは監督員の指示

に従い復旧の上、速やかに発注者に返還しなければならない。工事の完成前に発注者が返還を要

求した場合も速やかに発注者に返還しなければならない。 

５．復旧費用の負担 

発注者は、第１項に規定した工事用地等について受注者が復旧の義務を履行しないときは受注

者の費用負担において自ら復旧することができるものとし、その費用は受注者に支払うべき請負

代金額から控除するものとする。この場合において、受注者は、復旧に要した費用に関して発注

者に異議を申し立てることができない。 

６．用地の使用制限 

受注者は、提供を受けた用地を工事用仮設物等の用地以外の目的に使用してはならない。 

７．地権者の了承 

受注者は、用地付近又は官民境界付近に接して工事を行う場合には、地権者の了承を得て着手

しなければならない。 

８．損傷時の処置 

受注者は、官民境界付近に構造物を施工し、民地側を踏荒し又は民地側の構造物等に損傷を与

えた場合には、別途条件を明示された場合を除き、復旧しなければならない。 
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1-1-10 工事の着手等 

受注者は、契約を履行しようとするとき発注者に工事着手届を提出した上で、特記仕様書に定め

のある場合を除き、特別の事情がない限り、契約書に定める工事始期日以降30日以内に、工事着手

しなければならない。 

1-1-11 工事の下請負 

１．下請負の要件 

受注者は、下請負に付する場合には、以下の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならな

い。 

（１）受注者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。 

（２）下請負者は、建設業法に基づく営業停止の期間中でないこと。

（３）下請負者が三重県建設工事等入札参加資格者名簿に登録されている場合には、三重県建設

工事等資格（指名）停止措置要領に基づく資格（指名）停止期間中でないこと。 

（４）下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。なお、下請契約を締結するときは、

適正な額の請負代金での下請契約の締結に努めなければならない。 

（５）下請負者は、「三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱」の別表－１に掲げる要件に該当し

ない者であること。 

（６）下請負者（受注者が直接契約締結するものに限る。）は、契約書第７条の２に基づく社会保

険等の届出義務を履行していること。ただし、当該届出の義務がない者はこの限りでない。 

２．下請負通知書 

受注者は、下請負に付する場合には、部分下請負通知書を監督員に提出しなければならない。 

1-1-12 施工体制台帳 

１．一般事項 

受注者は、工事を施工するために下請負契約を締結した場合には、下請け金額にかかわらず、

国土交通省令及び「施工体制台帳に係る書類の提出に関する実施要領」（平成13年３月30日付け国

官技第70号、国営技第30号、国港建第112号、国空建第68号）（以下「実施要領」という）に従っ

て記載した施工体制台帳を作成し、工事現場に備えるとともに、その写しを監督員に提出しなけ

ればならない。なお、実施要領で規定する「２．対象工事」中の「工事を施工するために、締結

した下請契約の代金の額（当該下請が二以上あるときは、それらの請負代金の総額）が3,000万円

（建築一式工事においては4,500万円）以上になる工事」とあるのは、「工事を施工するために下

請負契約を締結した工事」と読み替え、「３．記載すべき内容（注２）」中の「「施工体制台帳の作

成等について」（平成13年3月30日付け国総建第84号）」とあるのは、「「施工体制台帳の作成等につ

いて（通知）」（平成26年12月25日付け国土建第198～202号）」と読み替えるものとする。 

２．施工体系図 

第１項の受注者は、国土交通省令及び実施要領に従って、各下請負者の施工の分担関係を表示

した施工体系図を作成し、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律に従って、工事

関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げるとともにその写しを監督員に提出しなけ

ればならない。 

なお、施工体系図に記述する工事内容は、契約図書の工種区分との対比がわかりやすいように

記述すること。ただし、詳細になりすぎないように留意する。 

３．名札等の着用 

第１項の受注者は、監理技術者、主任技術者（下請負者を含む）及び第１項の受注者の専門技

術者（専任している場合のみ）に、工事現場内において、工事名、工期、顔写真、所属会社名及

び社印の入った名札等を着用させなければならない。 
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種  別 細  別 確認時期 確認項目 確認の程度 

鋼製堰堤 
鋼製ダム 

仮組立時（仮組立てが 
省略となる場合を除く） 

品質規格、寸法、溶接、 
ボルト孔間距離、 
組立状況及び稼動状況 

１ロット/１回 

函渠工（樋門・樋管含む） 
躯体工（橋台） 
ＲＣ躯体工（橋脚） 
橋脚フーチング工 
ＲＣ擁壁工 
砂防堰堤 
治山ダム 
堰本体工 
排水機場本体工 
水門工 
共同溝本体工 

土（岩）質の変化した時 土(岩)質、変化位置 １回/土（岩）の変化毎 

床掘掘削完了時 支持地盤（直接基礎） １回/１構造物 

鉄筋組立て完了時 使用材料、設計図書との対比 
一般：30％程度/1構造物 
重点：60％程度/1構造物 

埋戻し前 
設計図書との対比 
（不可視部分の出来形） 

１回/１構造物 

躯体工 
ＲＣ躯体工 

沓座の位置決定時 沓座の位置 １回/１構造物 

床版工 鉄筋組立て完了時 
使用材料 
設計図書との対比 

一般： 
30％程度/１構造物 
重点： 
60％程度/１構造物 

鋼 橋 
仮組立完了時（仮組立てが 
省略となる場合を除く） 

キャンバー、寸法等 
一般：－ 
重点：１回/１構造物 

ポストテンションT(Ｉ)桁製作工 
プレキャストブロック桁組立工 
プレビーム桁製作工 
ＰＣホロースラブ製作工 
ＰＣ版桁製作工 
ＰＣ箱桁製作工 
ＰＣ片持箱桁製作工 
ＰＣ押出し箱桁製作工 
床版・横組工 

プレストレス導入完了時 
横締め作業完了時 

設計図書との対比 

プレストレスト導入完了時
縦締め作業完了時 

設計図書との対比 

PC鋼線・鉄筋組立完了時 
(工場製作除く) 

使用材料 
設計図書との対比  

一般： 
30％程度/１構造物 
重点： 
60％程度/１構造物 

植生工 ラス張工 ラス張り完了時 使用材料 

１回以上/１工事 

吹付工 ラス張工 ラス張り完了時 
施工状況の適否（設計図との対比、 
継手のかさね巾、アンカー鉄筋、 
補助鉄筋等） 

法枠工 現場打法枠現場吹付法枠 鉄筋組立完了時 配筋状況 適宜 

抑止アンカー工 
アンカー工 
（プレキャストコンクリート板等） 
ロックボルト工 

 
施工完了時 位置、緊張力等の設計図書との対比 適宜 

トンネル掘削工 切羽工 土（岩）質の変化した時 土（岩）質状況、変化位置 １回/土（岩）質の変化毎 

トンネル支保工 

吹付け 
コンクリート工 

支保完了時（支保工変更毎） 吹付けコンクリート厚 一般： 
１回/１岩区 
重点： 
１回/支保工変更毎 

ロックボルト、 
フォアバイリング工 

支保完了時（支保工変更毎） 
検尺、引抜き試験、 
ミルク注入、打設状況 

トンネル覆工 覆工コンクリート工 

コンクリート打設前 巻立空間 
一般:１回/構造の変化毎 
重点：３打設毎又は１回/構造
の変化毎の頻度の多い方 

コンクリート打設後 出来形寸法 
１回/200m以上臨場により確認 

トンネル防水工 防水シート工 施工完了時 敷設状況 １回/１施工 

トンネルインバート工 鉄筋組立て完了時 設計図書との対比 一般:１回/構造の変化毎 
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た場合、監督員に連絡し、速やかに水準測量、多角測量等を実施し、仮の水準点、多角点、引照

点等を復元しなければならない。 

４.水準測量・水深測量

水準測量及び水深測量は、設計図書に定められている基準高あるいは工事用基準面を基準とし

て行うものとする。 

５．工事用測量標の取扱い 

受注者は、用地幅杭、測量標（仮ＢＭ）、工事用多角点及び重要な工事用測量標を移設してはな

らない。ただし、これを存置することが困難な場合は、監督員の承諾を得て移設することができ

る。また、用地幅杭が現存しない場合は、監督員と協議しなければならない。なお、移設する場

合は、隣接土地所有者との間に紛争等が生じないようにしなければならない。 

６．仮設標識 

受注者は、丁張、その他工事施工の基準となる仮設標識を設置しなければならない。 

７．既存杭の保全 

受注者は、工事の施工に当たり、損傷を受けるおそれのある杭または障害となる杭の設置換え、

移設及び復元を含めて、発注者の設置した既存杭の保全に対して責任を負わなければならない。 

1-1-44 提出書類 

１.一般事項

受注者は、提出書類を三重県建設工事執行規則の施行に関し必要な書類の様式を定める要綱に

基づいて作成し、監督員に提出しなければならない。これに定めのないものは、監督員の指示す

る様式によらなければならない。 

２．工事書類の提出 

前項に定めるもののほか、提出すべき主な書類は以下のものとし、所定の様式により提出する

ものとする。 

また、これら以外の関係類（納品伝票、日報等）についても監督員から請求があった場合は、

提出しなければならない。 

（１）施工計画書 

（２）使用材料確認表、材料確認調書（設計図書で提出を定められているもの） 

（３）段階確認書 

（４）工事打合簿（指示・協議・通知・承諾・提出・報告等） 

（５）工事履行状況報告書 

（６）出来形管理図表 

（７）品質管理図表 

（８）施工体制台帳及び施工体系図 

（９）工事写真 

３．情報の漏洩、窃用等の対策 

受注者は、工事（業務）の施行（履行）のため、パソコン等の情報機器を使用するにあたり情

報の漏洩、窃用等の対策をとらなければならない。 

４．電子納品 

受注者は、特記仕様書に電子納品の定めがある場合、又は承諾を受けた場合は、三重県ＣＡＬ

Ｓ電子納品運用マニュアル（以下「マニュアルという」）に基づき、成果品を電子媒体に格納して

発注者に提出するものとする。なお、マニュアルで特に記載が無い項目については、監督員と協

議のうえ決定するものとする。 

５．設計図書に定めるもの 

契約書第９条第５項に規定する「設計図書に定めるもの」とは請負代金額に係わる請求書、代

金代理受領承認願、遅延利息請求書、監督員に関する措置請求に係わる書類及びその他現場説明

の際指定した書類をいう。 
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